
 

馬路村にお 題と方策 

1070500 川渕 仁廉 
１ 研究の背景 

馬路村は村の総面積の 72％を国有林野が占め、無限と

思われるほど魚梁瀬(やなせ)杉の木材生産と、また昭和

36 年に着工し、昭和 40 年に竣工した奈半利川電源開発

により、特に魚梁瀬地区は生活基盤及び道路整備によっ

て近代化され、林業立村として発展してきた。 

しかし、馬路村は林業の衰退と共に人口の減少の傾向

がある。更に近年では図 1 のように高齢化と人口減少に

拍車をかけている。人口減少の影響により、景観を保全

する人が少なくなる事や、空き家の増加などが懸念され

ている。 

しかし、昭和 60 年以降より、柚子製品が全国規模のヒ

ット商品となり、積極的な情報発信や交流事業とも相ま

って、村の知名度も交流人口も増加の傾向にある。 

ける村並み景観の課
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図 1 人口の変遷 

馬路村は今高知県を代表する有名な村であり、「馬路

村」＝「懐かしき田舎」というイメージも柚子製品の購

入者などに作られている。 

しかし、馬路村は観光客の期待に答えられるほどの景

観を持ち合わせていない。観光客の期待に答えるために

も、村民のためにも、馬路村における景観現況を把握し、

馬路村における村並み景観課題を出し、馬路村らしい個

性ある村並み景観形成にする方策を立てていかなければ

ならない。 

 

 

２ 研究の目的・方法 

本研究では、馬路村において美しい村並み環境を創出

するために、馬路村の村並み環境課題を整理し、方策を

立てていくことを目的とする。 

 

図 2 馬路地区の地図 

３ 村並み景観の方策 

馬路村の課題として、表 2 があげられる。 

表 2 馬路村の課題 

安田川の保全

道路わきの自然の保全

石畳の保全

道路のコンクリートの不統一

道端に放置されたゴミや、洗濯物

ガードレールや防護柵の老朽化と不統一

放置された廃屋

統一感の考えられていない新居

使われていない古びた倉庫

老朽化したコンクリートの公共施設

表示案内の老朽化

人目に付かない場所にある汚れた危険表示看板

腐って見えない看板

さび付いた道路標識

自然

道路

建物

サイン

■自然景観の課題 

  

    写真 1 安田川の清流          写真 2 道路脇の森林 

■道路景観の課題 

 



 

 

  写真 3 さび付いた防護柵    写真 4 老朽化したガードレール 

 

■建物景観の課題 

  写真 5 放置された廃屋      写真 6 使用されていない倉庫 

 

■サイン景観の課題 

  写真 7 表示案内の老朽化    写真 8 人目に付かない危険表示 

 

４ 村並み景観の方策 

馬路村の村並み景観における課題から、村並み景観の

方策を立てていく。 

自然景観の方策として、安田川の美しい自然景観を残

すべく護岸整備と植栽を行う。また、雑草が生い茂り使

われていない公園を除草し、使えるようにする事が上げ

られる。 

また、道路課題は、道路脇の自動販売機を木材などに

よって、目立たないようにする。道路脇のガードレール

は白よりも目立たない焦げ茶にする事や、木製にする事

により温かみを出す。防護柵の色も白よりも目立たない

こげ茶を利用する。 

 

  写真 9 木を利用したガードレール 写真 10 焦げ茶色の防護柵 

建物の方策は、老朽化の進んだ建物を整備、馬路村の有

が上

 老朽化の進んだ建物は馬路村には多く存在し、その中

でも馬路小学校近くの住宅街は、ほとんどの建物が老朽

化の進んだ建物である。それを改善し建てていかなけれ

ばならない。 

 サインの方策は、看板は木製にする、余計な看板を作

らない。などが挙げられる。 

 看板は馬路にも、写真 11 のように木製の看板が作られ

ている。しかし写真 12 のように、木製で作ったことによ

り看板が腐ってしまって見えないというケースも存在す

る。そこで、看板の閲覧面には木材以外のものを利用す

る、またはたびたびラッピングで貼り付けるなどの工夫

が必要とされる。 

 

 写真 11 馬路温泉の看板マップ   写真 12 腐って見えない看板 

その他の方策は、ホースの格納庫を木製にする、温泉

のパイプラインを隠す、ゴミに関する意識の向上などが

あげられます。 

馬路温泉のパイプラインは現在むき出しの状態になっ

ている。それを見えなくする事により、景観の改善を図

る。また、景観に関する馬路村民の関心を図るためにも、

馬路村では住民の村並み景観に関する意識調査を行って

いる。 
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形文化財指定天保の民家の保全、廃屋・倉庫の撤去など

げられます。 

  

  

 

 


